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を
聴
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続
け
た
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子どもの声を聴いている市民ボラ
ンティアは、現在75人いる。子ど
もにとって何が一番最善かを考
え、最前線の電話やチャットで子
どもに向き合っている。市民性が
果たす社会的な意義は大きい。 

 

 

              
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

                             
 
 

 
 

  
 

                                    

                                           

                                          

チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
25
年
を
振
り
返
る 

 
 
 

２５
周
年
記
念
講
演
会
よ
り 

 

国
で
は
子
ど
も
の
施
策
や
会
議
は
事
件
が
あ
っ
た
時

だ
け
で
、
当
事
者
抜
き
で
の
議
論
を
し
て
き
た
。
子
ど

も
や
親
を
法
律
で
支
え
る
・
法
律
が
あ
れ
ば
無
視
で
き

な
い
。
そ
こ
で
こ
ど
も
家
庭
庁
が
や
っ
と
発
足
し
た
。

子
ど
も
を
軸
に
し
た
あ
た
た
か
い
日
本
を
創
る
の
は

こ
れ
か
ら
で
す
、 

（
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
支
援
議
員
連
盟
会
長 

野
田
聖
子
氏
） 

 １
９
８
０
年
代
か
ら
荒
れ
る
学
校
、
い
じ
め
が
起
き
て

い
た
。
彼
ら
の
声
を
聴
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ

い
た
。
何
と
か
し
な
く
て
は
と
、
留
守
番
電
話
で
受
け
、

テ
ー
プ
が
何
本
も
で
き
る
ほ
ど
声
が
届
い
た
。
イ
ギ
リ

ス
で
は
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
が
２４
時
間
体
制
で
、
す

で
に
始
ま
っ
て
お
り
視
察
に
も
行
っ
た
。
牟
田
悌
三

さ
ん
た
ち
と
「
せ
た
が
や
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
」
を
設

立
し
た
。 

 
 

 

（
世
田
谷
区
長 

保
坂
展
人
氏
） 

 

１
９
８
４
年
、
荒
れ
る
学
校
、
落
ち
こ
ぼ
れ
、
い
じ
め

問
題
に
役
所
の
立
場
で
対
応
を
行
っ
た
。
詰
め
込
み
で

は
な
い
、
ゆ
と
り
の
あ
る
教
育
は
や
り
た
い
こ
と
だ
っ

た
。
広
島
県
教
育
長
だ
っ
た
１
９
９
６
年
、
テ
レ
ビ
局

に
自
殺
予
告
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
届
き
、
広
島
県
の
す
べ
て
の

子
ど
も
１０
万
人
の
安
否
確
認
を
し
た
。
翌
日
子
ど
も

た
ち
は
い
い
顔
で
登
校
し
た
、
大
人
は
自
分
た
ち
の
こ

と
を
守
っ
て
く
れ
る
と
実
感
し
た
か
ら
で
す
。 

(

元
文
部
官
僚 

寺
脇
研
氏)  

 

子
ど
も
の
声
を
聴
く
「
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
」
は
１
９
９
９
年
に
創
設
し
、
今
年
で
２５
年
を
迎
え
る
。

１
９
８
０
年
代
に
は
荒
れ
る
学
校
、
い
じ
め
等
、
子
ど
も
の
悲
鳴
の
よ
う
な
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
、
多
く
の
市
民
、

国
会
議
員
、
子
ど
も
関
係
者
が
憂
慮
す
る
と
共
に
、
深
刻
に
受
け
止
め
、
「
子
ど
も
の
言
い
分
を
聴
い
て

い
な
か
っ
た
・
聴
か
れ
て
い
な
か
っ
た
」
と
の
深
い
反
省
と
気
づ
き
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
現
在
、
４０

都
道
府
県
に
６９
の
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
が
あ
り
、
年
間
２０
万
件
の
子
ど
も
の
声
を
聴
い
て
い
る
。 

 
 

 

★
２
０
０
９
年
に
は
、
「
子
ど
も
の
声
を
聴
く
」

活
動
を
全
国
共
通
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
開
設
し
、

現
在
、
６
９
団
体
と
連
携
し
、
約
二
千
人
の
受
け

手
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
・
創
出
し
て
子
ど
も
の

声
を
聴
い
て
い
る
。 

 ★
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
の
創
設
は
、
驚
く
ほ
ど
の

社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。
文
科
省
・
厚
労

省
・
子
ど
も
の
関
連
機
関
、
議
員
、
市
民
、
企
業
、

マ
ス
コ
ミ･

･
･

と
、
応
援
と
推
進
の
連
携
が
大
き

く
拡
が
っ
た
。
２
５
年
経
過
し
た
今
、
こ
ど
も
家

庭
庁
の
「
こ
ど
も
大
綱
」
に
最
も
重
要
な
施
策
と

し
て
「
こ
ど
も
の
声
を
聴
く
」
が
明
記
さ
れ
た
。 

 

  

千葉市こども・若者基本条例 

可決成立 

 
2 月 26 日千葉市議会において可決成立

した。41 条からなっており、県内では

初めての成立となる、千葉市では、こ

ども基本法の目的などを踏まえ、全て

のこどもや若者が 自分らしくいきい

きと健やかに成長し自立できる社会

を、大人も一緒につくると約束するた

め、この条例を制定した とある。 

市の責務を明記し、子どもへの周知啓

発、権利の侵害に関する相談及び救済

も明記されている。こどもたちにとっ

て、力強い味方になる条例だ。 

「チャイルドライン千葉」も創設25年  
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全国的なチャイルドラインとの連携で 

当事者と社会に届ける広報周知は必須です。毎

年54市町村の教育委員会を訪問して依頼し、学

校を通じて小・中学校の児童生徒にアドカード

の配布が実現している。その他様々な手法を駆

使して、子どもに届く情報発信をしている。子

どもの声は社会を変える力がある、聴きっぱな

しにしない責任が大人にはある。 

 

 

25年間の着信実績は、15万8,593件（年
間平均6,400件）。2019年からは、オン
ラインチャット、2023年からはネット
でんわをスタートさせた。子どもの生
活の変化に合わせ、様々なツールで対
応している。 

 

子どもの権利条約の子ども観に基
づいた「子どもの声を聴く」文化
を根づかせ、日常の生活に「聴く」
を取り入れ、大人と子 
どもの対話や親子関係 
づくりをすすめた。 
 

子どもを取り巻く社会状況は大きく
変わっても「話を聴いてほしい・つな
がっていたい・受け止めてほしい」 
という子どもの思いは変わらない。 

 

だれかとつながっていたい 

子どもの声を聴く文化が根づき、
子どもが生きやすい社会をつくる 
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